
◎特別支援学校（知的障害） 

 

生徒の企業就労を見据えた効果的なＩＣＴ機器の導入と活用 

～専門教科「流通・サービス」の実践～ 

 

１ 教科等名及び学部・学年 

(1) 教科等名  専門教科 流通・サービス 

(2) 学部・学年 高等部産業技術コース「ビルクリーニング」 

２ 題材のねらい及び計画 

(1) 題材名 「ワックスがけ」 

(2) 題材のねらい 

・清掃用具の使用方法を身につける。 

・ワックスがけの正しい方法と手順がわかる。 

・仕上がりを考え、作業のスピードを意識する。 

 (3) 単元計画 

次 

（配時） 

主な学習活動 活用する ICT 等支援機器名 

   （アプリ名）等 

一 

（２４） 

・ワックスがけの工程、手順を学ぶ 

・用具を正しく使用する 

iPad（アプリ「iBooks」、「カメラ・写真」、

「Bitsboard」） 

二 

（６０） 

・普通教室のワックスがけを行う iPad（アプリ「カメラ・写真」、「時計・

アラーム」）、トランシーバー 

三 

（３０） 

・特別教室、廊下のワックスがけを行う iPad（アプリ「カメラ・写真」、「時計・

アラーム」） 

３ 授業での活用事例 

(1)  活用のねらい 

  ・ワックスがけの工程や手順を理解し、「カメラ・写真」を用いて正確に復元する。 

  ・「時計・アラーム」を用いて時間を意識して作業に取り組む。 

(2)  児童生徒の実態 

  ・産業技術コース ビルクリーニング８名（男子６名、女子２名） 

・全員が企業就労をめざす生徒である。意欲的に作業に取り組める生徒が多いが、細か

な工程を理解し、長時間持続して作業に取り組めない生徒もいる。 

・あいさつや作業態度、集中力や体力など、就労に必要な技能・能力の個人差は大きい。 

 (3)  ICT 等支援機器の活用方法・工夫点 

  ①作業に応じた手順書、清掃用具の選択 

   ・これまでに PC で作成した作業の手順書を PDF に変換し、＜写真１＞「iBooks」で 

一括管理をした。＜写真２＞作業内容に合わせて生徒自身が手順書を選択し活用する。 

   ・ワックスがけで必要な用具を覚えていることができているか、「Bitsboard」で確認 

テストを作成し、個別に生徒に実施する。＜写真３＞ 



       ＜写真１＞           ＜写真２＞            ＜写真３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 荷物の搬出・ワックスがけの下処理  ＜写真４＞ 

   ・教室の荷物の配置を「カメラ」で撮影し、荷物を廊下や隣の教室に搬出する。 

・手順書に従って、ワックスがけの準備を行い、報告した後に下処理を開始する。 

   ・下処理作業中は目標時間を｢時計･アラーム｣で設定し視覚と聴覚による支援を行う。 

  ③ 教室の復元  ＜写真５＞ ＜写真６＞ 

   ・搬出時に撮影した写真をもとに、教室の荷物の位置を確認し、正確に復元する。 

＜写真４＞                    ＜写真５＞            ＜写真６＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ 活用の効果及び課題 

   ・生徒がワックスがけに必要な用具を｢Bitsboard｣でチェックすることにより、一つ 

一つの用具を確認しながら、準備することができた。 

   ・｢iBooks｣で手順書をまとめ、生徒に提示することは、生徒自身が必要となる手順書 

を自ら選ぶなど、情報活用能力を高めることにつながった。 

   ・｢写真･カメラ｣の活用では、なぜ、この写真が必要なのかの意味付けが必要であった。 

４ 改善点 

(1) 改善したこと 

   ・「Bitsboard」の確認テストは理解度に合わせ、出題量や解答方法を変更して提示した。 

・「カメラ・写真」のアプリを活用では、あらかじめどのような写真が必要なのか事前

に生徒に説明し、撮影するよう促した。 

 (2) 改善後の効果 

  ・「Bitsboard」の確認テストでは、集中して問題に取り組み、使用する用具の名前や形 

を早く覚えることができた。 

  ・「カメラ・写真」の活用では、どんな写真が必要かを考えながら撮影する姿が見られ

るようになった。複数の荷物をまとめて撮影することで、撮影枚数を少なくできた。 


